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高齢期の学習課題としての死への教育に関する一研究１"
などにおいて一見充実しているかに見受けられるが，それに反して精神的にはむ
しろ生きがいの喪失，人間疎外，無価値感の広がり等の不満が人々の心をむしば
んでいる時代であり，この人格課題こそ今日における最も本質的で重要な課題で
あると述べている。
この指摘は，高齢者が幸せに年をとる事は常に活動的な生活を営む事や､静か

に誰にもわずらわせられずに生活を営む事で達成されるものでなく，高齢者自身
（１９

の人格のあり方に由来するのだというリッカードらの主張に通じるものといえよ
う。これらの主張では、高齢者が高齢期の生活に｢適応」（個人が自己内部の欲求
や外部社会の要請に順応して精神的に生き残ることを意味する）できる人格を涌
養することにおいて高齢期の幸せが実現されるという。そしてこのことをエリク
ソンは，円熟期における自我統合として自己の唯一のライフ・サイクルを受け入
れる英知を獲得していくことであると述べている('6)。更にこのエリクソンの説を
ニューマン夫妻は次のように詳細に説明する。「円熟期における自我統合とは，自
己の人生という事実を受け入れ，死に対してそれ程の恐怖心を持たずに立ち向か
うことのできる能力を意味している｡｣('7)これらの主張からも，尚齢者教育におい
ては，外面的な生活を充実させる取り組みだけでなく，高齢者が精神生活の面に
おいて，生活に適応が図れるよう援助をなしていくこと，即ち人間存在の本質に
関わる問題についてむしろ配慮がなされなければならないといえるのである。
そこで筆者はこの新堀のいう人格課題が高齢者教育の必要課題としてクローズ

アップされなければならないとの考えから、敢えて個人における必要課題を新堀
の指摘した１）生存のレベル．２）生活のレベル，３）生命のレベルという三つ
の段階に分けて設定した。又．社会の側から人々に学習が要請される課題につい
ても筆者は新堀の提示した必要課題設定の視点をと')入れて設定した。表２は，
筆者が表ｌで採り上げた学者達の説や，その他，高齢期の学習課題に関する先行
研究を参考に設定した高齢者教育を考える上での必要課題である。
表２にみるように学習課題設定において「必要課題」というものは不可欠な要
素である。しかし成人の学習が最終的に目ざすものは「自己学習」の理念である
とし‘うように，学習者の学習意欲，関心，学習者の望む学習の形態方法によって
学習するという自由な学習こそが学習者の個人差に応じた学習としてふさわしい
のである。従って教育として行われる高齢者教育の場合も必要課題のみが一方的
に強調されるのであってはならず，学習主体である高齢者の学習要求が学習内容
に反映されなければならない事はいうまでもない。
先の必要課題設定にあたっては高齢者教育の課題として精神的，哲学的な内面

生活の充実についての課題がこれからもっと重視されなければならないと述べた
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高齢期の学習課題としての死への教育に関する一研究Ｉ乃
見すること）
・再就鰄のための技能の習得
・退職後の生活のとらえ直し
・仕事にかわる新しい役割I)の発見
（家庭における役割I)を新たに見い出し，自分の生活時間をとらえなおすためのきっ
かけを見い出す）

(3)生命のレベルにおける課題（人格課題）
･I41分の人生の受容
（高齢期になると，それまでの人生（結婚，育児，仕事等）に関してその成功や失敗
が明白となる。このように十分なデータをもった高齢期にあって，人はそれまでの人
生における失敗とか危機を強調するのではなく，過去における出来事についての意味
付けを再考し，新たに価値づけていくことによって，それまでの人生を自己の自我像
の中に包摂できることを学ぶ）
．「衰退」に立ちむかう精神力の確立
（'ぐ一ソナリティの「円熟」をめざす）
「肉体的機能が衰えてゆく日々の中にあっても，人の持つ精神力が，その人の生活を
良くも悪くも変えていくことについて学び，「遇い｣に立ちむかっていく姿勢を見い出
してゆくことの重要性について理解する）
.「死」に伽え，今ある「生」をよりよく'|ｆきる
（いかにして死に備え，前向きな盗勢で生きてゆくことができるか，し､かにして未解
決の問題について決着をつけるか，残される家族の為に何をなすべきか，親しい人々
とと．のように人'tの完成期を関わっていくか等につ、･て，アドバイスや話し合いを通
して，個々人なりの解答を考える）

【II】社会生活の側面から捉えた必要課題
(1)歴史課題
・急激な現代社会の動きについての理解
（急激な社会構造の変化に対応するために，政治，経済，社会情勢についての正しい
理解を得ることにより，高齢者の生活のあり方を考える）

(2)地域課題
・市民生活の自覚の促進
（区市町村の行政のしくみなどについて理解を深め，一市民として社会のために何が
できるかを考え，地域社会に目をむけて生活することがいかに大切かを学ぶ）
・地域づくりへの参加
（高齢者の視点において，自分達を取り巻く地域社会環境を住みやすく健康なものと
していくにはどのようにしたらよいかについて学び，ゆたかな町づくりの原動力とな
るために高齢者が果たす役割りについて考える）
・地域でできるボランティア活動についての理解と実践
（ボランティアの目的や意義について学び，助けを必要とする仲間に奉仕することへ
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高齢期の学習課題としての死への教育に関する一研究Ｉ錘
の解決が必要な事を述べてきた。しかし．これらの課題は，従来の高齢者教育の
ように一開期中，一度や二度の学習で解決が凶られるものではない。そこで健全
な精神生活の営みをともすると阻む大きな要因としての死という現実を直視し，
そこにおける様々な問題に取り組む事によって，残された日々をよりよく生きる
英知を猫得することを目的としたDeathEducati()'1が高齢者教育においては体系
的に実施される必要性が生じるのである。
アルフォンス・デーケンは，死という現実を直視し，そこにおける様々な問題

について考え，対処する視点を学習することは，「今をよりよく生きる事への新た
００

なる挑戦を始めることに連がる」と指摘している。彼は̅DeathEducation"の実
固

施を提唱し，そこにあって目指す教育目標を13項目挙げている。1)人が生涯を通
じて、自分自身の死を準備し，自分だけのかけがえのない「生」を全うできるよ
うに死についてのより深い思索を促すこと。２）悲嘆教育（配偶者の死に因る悲
しみを克服する援助)，３）死への極端な恐怖の緩和，４）死にまつわるタブーの
除去，５）自殺の予防，６）死と死のプロセスをめく．る倫理問題への認識の促進
７）死に関わる医学や法律に関する理解，８）葬儀の役割についての理解，９）
時間の貴亜さを発見し，人間の創造的次元を刺激し，価値観の見直しと再評価を
すこること,10)死の芸術の習得,11)個人的な死の哲学の探求,12)宗教にお
ける様々な死の理解を深めること、１３）死後の生命の可能性につし､て考察するこ
と，
ここで掲げられている10)の目標は，日本では余り慣じみがないが，これらの
目標の中でl )生と死の意義を問う,2 )悲嘆教育,9 )自分の人生に対する再
評価,11)個人的な死の哲学の探究,12)宗教における様々な死の理解を探るこ
と等は，そのまま高齢期の学習課題である「自分の人生の受容」「死に備え今ある
「生」をよりよく生きる価値の獲得」の習得に貢献するものといえる。いかにし
て死に備え前向きな姿勢で生きるかという課題の解決においてはDeathEducation
の試みにおいて，死についてあらゆる角度から検討が迫られねばならないといえ
る。そこで高齢者教育の中でDeathEducationをとりあげる事が可能であること
を明らかにするために一つの実例を紹介する。昭和61年10月より12月にかけて実
施された足立区の区民大学における「にんげんを考える-これからの生と死一
一」という講座である。この講座の内容は表６の通りであるが，定員80名の講座

には17名の60歳以上の人々が参加した。彼らの参加動機は表７にまとめたが，そ
こからは彼らが正面から死を見つめ考えることによって自分のこれからの生を真
剣に切り開いていこうとする思いが窺われる。高齢者が対象だから「死」につい
て触れる内容は避けて通らねばならないという懸念はもはや捨て去るべきではな
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高齢期の学習課題としての死への教育に関する一研究Z87
第六回：自らの死を完結させる意味において残された者への配慮の必要性を説く。
第七回：専門家の具体的アドバイスや体験談を聞き、悲しみの克服の手掛かりを

説く。
第八回：自分の死に備え，新たに生活のとらえ直しを図ることの必要性について

学ぶ。
第九l''l:孤独感のI冑jまl)や死に対する恐怖をとり除く一つのカギとして信仰心に

ついて考察する。
第十ml:これまでの議義を通して習得できた事柄について皆と話し合いの中で確

認し，自分自身の生のあり方について価値観を確立することを目指す。
これらの試みは，一見，テーマにおいて多岐にわたる観を与えるが，全て｢死」

にまつわる問題へのアプローチを通じて，人間の「生」の意味について肯定的に
考える視点を学習者に与える事を目的としたものである。
真の生きがいは，生きる喜びといった感情的充実と，生きる価値を問う知的認

識が獲得されてこそ成立するものであるという。DeathEducationの目指すとこ
ろは，この「生きる価値」というものを徹底して追求し習得することにある。従
って，高齢者が生きがいのある生活を実現する事を援助する機能を果たし得るも
のとして，今後，高齢者教育においてDeathEduCati()nが積極的に実施される事
の必要性を筆者は確信する次第である。
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